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古
事
記
は
訓
字
主
体
の
変
体
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
固
有
名
詞
、

普
通
名
詞
の
一
部
、
呪
文
や
定
型
的
な
句
、
歌
謡
、
訓
注
に
は
音
仮
名
表

記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
音
仮
名
表
記
は
、
漢
字
の
音
読
み
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
語
の
発
音
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ

れ
は
稗
田
阿
礼
の
「
調
習
」
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
近
年
の
研
究
の
傾
向
は
、
音
仮
名
表
記
を
「
謂
習
」
と
切
り

離
し
、
撰
録
者
太
安
万
侶
に
よ
る
、
古
事
記
と
い
う
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト

内
に
限
定
さ
れ
た
書
記
シ
ス
テ
ム
の
解
明
と
い
う
と
こ
ろ
で
精
密
化
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
音
仮
名
表
記
は
、
東
ア
ジ
ア
の
辺
境
民
族
（
国
家
を
樹
立
し

た
場
合
も
あ
る
）
が
中
国
中
原
王
朝
に
お
け
る
漢
字
の
仮
借
用
法
を
輸
入

し
、
自
民
族
語
の
発
音
を
表
記
す
る
方
法
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ
に
始
ま

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
声
と
文
字
（
漢
字
）
と
の
相
互
的
な
交
流
の
な

か
で
用
い
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
古
事
記
の
音
仮
名
表

記
の
一
端
と
し
て
の
訓
注
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
声
と
文
字
と
の
か
か
わ

り
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
声
の
伝
承
」
と
音
仮
名
表
記
遠
藤
耕
太
郎

は
じ
め
に 特

集
・
書
物
ｌ
行
為
と
身
体
Ｉ

ｌ
古
事
記
の
訓
注
に
即
し
て
Ｉ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
芸
能
と
書
物
ｌ
書
物
が
作
る
身
体
／
身
体
が
作
る
書
物
Ｉ

古
典
中
国
語
を
表
記
す
る
た
め
の
文
字
ｌ
漢
字
ｌ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と

は
文
法
も
語
順
も
ま
っ
た
く
異
な
る
日
本
語
を
表
記
す
る
方
法
は
、
五
世

（１）

紀
に
は
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
漢
字
の
音
読
み
を
用
い
て
日
本
語
の
固

有
名
詞
を
表
記
す
る
方
法
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
漢
字
の
音
を
借
り

て
（
中
国
か
ら
み
た
）
外
国
語
を
表
記
す
る
方
法
、
す
な
わ
ち
仮
借
の
用

法
に
よ
っ
て
い
た
。
仮
借
は
、
中
国
に
お
け
る
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
陀
羅

尼
（
古
典
イ
ン
ド
語
の
呪
文
を
唱
え
る
た
め
に
、
そ
れ
を
漢
字
の
音
で
表

音
的
に
書
い
た
も
の
）
や
、
史
書
に
お
け
る
固
有
名
詞
（
例
え
ば
「
魏
志
』

東
夷
伝
・
倭
人
条
の
「
卑
弥
呼
」
な
ど
）
の
表
記
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
中
国
で
の
仮
借
の
用
法
が
東
ア
ジ
ア
各
地
の
古
代
国
家

に
輸
入
さ
れ
、
模
倣
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
古
代
日
本
に
お
け
る
音
仮
名
表

記
も
そ
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
。
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
（
辛

亥
年
Ⅱ
四
七
一
）
は
正
格
の
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
漢

字
の
仮
借
の
用
法
に
よ
っ
て
「
乎
獲
居
（
ヲ
ワ
ケ
）
」
、
「
意
富
比
埆
（
オ

ホ
ヒ
コ
）
」
、
「
獲
加
多
支
歯
（
ワ
カ
タ
ヶ
ル
）
」
ら
九
人
の
人
名
、
「
斯
鬼

（
シ
キ
こ
の
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
五
世
紀
後
半
に
は
仮
借
の
方
法
が

-
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広
く
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
漢
字
の
訓
読
も
五
～
六
世
紀
に
は
よ
く
使
わ
れ
る
字
に
限
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
同
鉄
剣
銘
の
「
臣
」
が
「
オ
ミ
」
と
訓
読
み
さ

れ
た
確
証
は
な
い
も
の
の
、
滋
賀
県
大
津
遺
跡
、
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡
出

土
の
、
字
訓
を
辞
書
の
よ
う
に
音
仮
名
で
示
し
た
い
わ
ゆ
る
音
義
木
簡
が

示
す
よ
う
に
、
七
世
紀
後
半
に
は
訓
読
が
全
国
的
に
普
及
し
、
大
規
模
に

整
備
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
二
つ
の
条
件
、
す
な
わ
ち
仮
借
用
法
に
よ
っ
て
日
本
語
の
固
有
名

詞
を
表
記
す
る
方
法
の
輸
入
、
及
び
漢
字
の
訓
読
の
普
及
と
整
備
を
基

盤
と
し
て
、
七
世
紀
に
は
日
本
語
文
を
音
仮
名
を
交
え
た
訓
字
主
体
表

記
で
書
き
表
す
方
法
が
確
立
す
る
。
法
隆
寺
薬
師
仏
光
背
銘
（
歳
丁
卯
Ⅱ

六
○
七
年
）
は
、
日
本
語
の
語
順
で
補
助
動
詞
を
交
え
た
訓
字
主
体
表
記

で
記
さ
れ
、
ま
た
山
名
村
碑
文
（
辛
巳
歳
Ⅱ
六
八
一
年
）
に
は
、
日
本

語
の
語
順
で
補
助
動
詞
を
交
え
た
訓
字
主
体
表
記
の
な
か
に
、
固
有
名
詞

が
音
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
訓
読
の
普
及
・
整
備
が
、
逆

に
日
本
語
を
漢
字
の
訓
で
書
く
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
の
際
に
表
記
で
き

な
い
固
有
名
詞
が
仮
借
の
用
法
、
す
な
わ
ち
音
仮
名
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ

た。こ
う
し
た
日
本
語
文
表
記
の
工
夫
の
う
え
に
、
古
事
記
の
文
体
は
あ
る
。

古
事
記
は
、
漢
字
の
訓
を
並
べ
て
日
本
語
の
文
を
あ
ら
わ
す
訓
字
主
体
表

記
の
な
か
に
、
日
本
語
の
発
音
を
音
仮
名
に
よ
っ
て
表
記
す
る
部
分
を
挿

入
す
る
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。

-

■■■■■■■■■

（２）

訓
注
は
、
小
松
英
雄
が
言
う
よ
う
に
書
か
れ
た
漢
字
に
付
け
ら
れ
て
、

複
数
あ
り
う
る
訓
読
み
の
一
つ
を
指
定
し
た
り
、
訓
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
前
後
の
構
文
を
示
唆
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
、
ひ
と
ま
ず
は
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
小
松
に
よ
れ
ば
、
上
巻
冒
頭
「
高
天
原
」
に
付
さ
れ

た
訓
注
「
訓
高
下
天
云
阿
麻
下
效
此
」
は
、
高
の
字
の
下
の
天
は
ア
マ
と

訓
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
高
天
」
の
「
天
」

は
「
あ
め
」
で
は
な
い
こ
と
と
、
「
た
か
あ
ま
」
が
「
原
」
の
連
体
修
飾

語
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
キ
ミ
ニ
神
の
「
二
柱
神
立

天
浮
橋
而
」
の
訓
注
「
訓
立
云
多
々
志
」
は
、
「
立
」
字
を
下
二
段
他
動

詞
タ
ツ
で
は
な
く
、
四
段
自
動
詞
タ
ツ
で
訓
む
く
き
こ
と
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
天
浮
橋
」
を
「
立
」
て
た
の
で
は
な
く
、
「
天
浮
橋
」
に
「
立
」
っ

た
の
だ
と
い
う
文
脈
を
正
し
く
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
小

松
は
こ
う
し
た
指
摘
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
訓
注
を
、
「
漢
字
を
つ
ら
ね
た

字
面
に
よ
み
と
る
際
に
、
意
味
の
き
れ
め
を
と
り
ち
が
え
て
、
撰
録
者
の

意
図
し
た
と
こ
ろ
が
誤
解
さ
れ
や
す
い
よ
う
な
部
分
に
、
文
字
の
き
れ
つ

づ
き
を
明
示
す
る
目
的
で
、
く
わ
え
ら
れ
た
も
の
が
お
お
い
」
と
述
べ
て

（３）

い
る
。
小
松
を
承
け
て
久
田
泉
は
、
「
訓
注
は
所
与
の
字
脈
が
意
図
し
た

読
解
を
導
く
条
件
と
し
て
十
分
で
な
い
場
合
ｌ
即
ち
『
辞
理
』
『
意
況
』

の
『
見
え
直
き
場
合
』
ｌ
に
施
さ
れ
る
の
だ
」
と
述
べ
る
。

要
す
る
に
、
訓
注
は
訓
み
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
を
明
確
に
（４）

す
る
た
め
に
付
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
神
野
志
隆
光
は
、

古
事
記
は
「
よ
む
」
（
意
味
と
し
て
理
解
す
る
）
こ
と
は
で
き
る
が
、
「
ョ
ム
」

（
一
定
の
日
本
語
の
表
現
に
還
元
す
る
）
こ
と
は
完
全
に
は
で
き
な
い
形

（５）

で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
亀
井
孝
を
承
け
つ
つ
、
訓
注
は
、
「
よ

め
る
」
こ
と
が
十
分
に
保
障
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
を
「
ョ
ミ
か
た
」
を
指
示
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
可
能
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る。

（６）

久
田
や
神
野
志
の
見
解
を
承
け
る
形
で
、
山
口
佳
紀
は
、
訓
注
を
分
類
．

考
察
し
、
「
訓
注
は
「
ョ
ミ
」
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
目
的
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
「
よ
み
」
を
明
ら
か
に
す
る
所
に
あ
る
。
訓
注
の
存
在
に
よ
っ

て
、
我
々
は
、
撰
録
者
が
「
ョ
ミ
」
そ
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
思
い
や
す
い
。
そ
こ
か
ら
、
訓
注
に
よ
る
古
語
の
保
存
と
い
う
よ

う
な
見
方
（
た
と
え
ば
、
吉
田
留
「
古
事
記
の
訓
注
に
就
い
て
」
國
學
院

雑
誌
卿
巻
１
号
、
一
九
四
一
年
一
月
）
も
出
て
来
る
。
し
か
し
、
撰
録
者

の
狙
い
が
そ
う
し
た
所
に
あ
る
と
見
る
の
は
、
皮
相
な
捉
え
方
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
安
万
侶
は
「
ョ
ミ
」
（
音
声
）
そ
の

も
の
に
本
当
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
現
行
の
古
事
記
の
文

体
は
、
稗
田
阿
礼
に
よ
る
そ
れ
以
前
の
原
資
料
の
「
調
習
」
を
介
し
て
創

出
さ
れ
た
。
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
謂
習
」
と
は
原
資
料
の
多
様

な
表
記
を
見
て
、
そ
の
音
声
を
再
現
す
る
技
術
で
あ
る
。
「
謂
習
」
の
現

場
に
む
ろ
ん
原
資
料
の
文
字
列
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
阿
礼
に
よ
る
再
音

声
化
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
音
声
と
し
て
、
初
め
て
そ
の
場
に
理
解
し
う
る

も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
た
の
で
あ
る
。

訓
注
を
、
「
調
習
」
と
そ
れ
を
受
け
て
の
「
撰
録
」
の
現
場
か
ら
捉
え

返
そ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
論
見
で
あ
る
。

「
謂
習
」
と
「
撰
録
」
の
現
場
を
具
体
的
に
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、

中
国
少
数
民
族
ぺ
-
族
の
「
大
本
曲
」
と
い
う
、
文
字
テ
キ
ス
ト
（
台
本
）

-
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に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
語
り
芸
を
取
り
上
げ
る
。
「
大
本
曲
」
の
台
本
は

訓
字
主
体
表
記
で
記
さ
れ
、
な
か
に
音
仮
名
表
記
が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う

古
事
記
と
近
似
す
る
文
体
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
が
語
り
芸
と
い
う
「
声

の
伝
承
」
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
古
事
記
の
表
記
の

あ
り
よ
う
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
有
効
な
モ
デ
ル
と
な
る
と
考
え
ら
れ

（７）

るからだ。

「
大
本
曲
」
は
中
国
雲
南
省
大
理
地
方
に
居
住
す
る
少
数
民
族
ぺ
-
族

の
あ
い
だ
に
広
が
る
、
台
本
（
文
字
テ
ク
ス
ト
）
を
伴
っ
た
語
り
芸
で
あ

り
、
歌
い
手
と
三
弦
の
伴
奏
者
と
の
二
人
一
組
で
演
唱
さ
れ
る
。
農
閑
期

の
娯
楽
と
し
て
、
ま
た
結
婚
式
や
新
築
儀
礼
の
際
に
演
唱
者
が
招
か
れ
て

行
わ
れ
る
。

そ
の
成
立
は
不
明
な
点
が
多
く
、
唐
代
、
宋
代
、
明
代
の
各
説
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
語
り
芸
の
台
本
は
、
清
・
光
緒

年
間
（
一
八
七
五
～
一
九
○
八
）
に
書
写
さ
れ
た
「
柳
蔭
記
」
（
漢
民
族

の
梁
祝
伝
説
を
題
材
と
し
た
語
り
芸
）
、
「
陳
世
美
不
認
前
妻
」
な
ど
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
清
代
末
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
漢
民
族
の
宝
巻
や
戯
曲
が
流
入
し
、
こ
の
地
で
ぺ
-
族
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

演
唱
は
漢
民
族
伝
来
の
語
り
芸
の
そ
れ
を
踏
襲
し
、
「
詩
」
、
「
白
文
（
散

文
と
、
「
唱
詞
」
の
部
分
か
ら
な
る
。
「
詩
」
、
「
白
文
」
は
全
く
の
漢
語
で

語
ら
れ
、
中
心
と
な
る
「
唱
訶
」
が
ぺ
-
語
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
対
応
し
て
文
字
テ
キ
ス
ト
（
台
本
）
も
、
前
者
は
漢
文
で
、
後
者
は

漢
字
を
用
い
た
訓
字
主
体
表
記
に
音
仮
名
を
挿
入
す
る
ぺ
-
語
表
記
に

よ
っ
て
記
さ
れ
る
。
な
お
、
唱
詞
は
七
七
七
五
音
で
一
句
を
な
す
韻
律
に

よ
っ
て
い
る
。
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語
り
芸
の
中
心
地
、
泪
海
西
岸
地
域
の
台
本
は
訓
字
主
体
表
記
が
顕
著

で
あ
る
。
歌
い
手
は
、
ま
ず
先
達
の
語
り
を
耳
で
聞
い
て
覚
え
た
う
え
で
、

文
字
テ
キ
ス
ト
（
台
本
）
を
書
写
す
る
と
い
う
。
「
大
本
曲
は
父
（
楊
漢
）

に
習
っ
た
。
ま
ず
本
を
見
ず
に
ど
う
歌
う
か
を
覚
え
る
。
文
字
に
す
る
の

は
正
確
に
歌
う
た
め
の
メ
モ
で
あ
る
。
」
（
楊
與
庭
氏
、
二
○
二
年
八
月

二
日
聴
き
取
り
）
。
「
大
本
曲
は
ま
ず
口
頭
で
習
う
。
言
葉
を
身
に
付
け

た
上
で
、
台
本
を
見
て
歌
う
。
台
本
は
歌
う
際
の
メ
モ
だ
。
」
（
楊
正
華
氏
、

二
○
二
年
八
月
二
日
聴
き
取
り
）
。
つ
ま
り
、
訓
主
体
表
記
は
、
音

声
に
よ
る
記
憶
を
前
提
に
し
て
筆
記
さ
れ
、
そ
れ
が
再
音
声
化
さ
れ
る
わ

けである。

そ
の
際
、
困
難
な
こ
と
の
一
つ
に
、
あ
る
漢
字
を
借
詞
（
漢
語
音
に
よ

る
音
読
み
）
で
発
音
す
る
か
、
訓
字
（
訓
読
み
）
で
発
音
す
る
か
の
判
断

漢
字
を
用
い
た
ぺ
-
語
表
記
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
ぺ
-
語
研
究
者
に
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
四
分
類
法
に
則
っ

（８）

て
、
以
下
の
術
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

①
音
仮
名
〔
音
〕
…
漢
字
の
音
に
よ
っ
て
ぺ
-
語
の
意
味
を
表
す
。
（
万

葉
仮
名
の
よ
う
な
用
法
）

②
訓
字
〔
訓
〕
：
．
漢
字
の
意
味
に
従
っ
て
ぺ
-
語
の
音
で
読
む
。
（
訓

読み）

③
借
詞
〔
借
〕
…
漢
字
の
意
味
、
音
を
直
接
漢
字
か
ら
借
り
る
。
（
音

読み）

④
新
字
〔
新
〕
：
・
漢
字
の
筆
画
を
増
減
し
て
新
た
な
ぺ
-
文
字
を
作

る。（国字）

四

が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
判
断
に
は
一
定
の
ル
ー
ル
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
大
本
曲
「
緑
蔭
記
』
趙
王
鼎
本
（
宝
）
の
、

「聴燈阿寄利登病」宮臼削目食騨哩一言倉弓吻目危君』哩一］

は
、
「
兄
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
と
聞
き
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
「
聰
」

字
を
借
詞
と
し
て
漢
語
音
で
発
音
す
る
の
か
、
訓
字
と
し
て
ぺ
-
語
音
で

発
音
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
直
後
の
「
燈
」
［
目
だ
］

が
「
～
で
き
る
」
の
意
の
付
属
語
を
音
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
一
句
が
ぺ
-
語
文
脈
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
聴
」
字
も

訓
読
み
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
趙
丞
鼎
本
（
認
）
の
、

「十様如薬桟得全」［望ぃさいい星いずいい§ぃ一目いま言①心圃］

に
お
い
て
、
「
～
で
き
る
」
の
意
の
「
得
」
が
音
仮
名
で
は
な
く
借
詞
（
漢

語
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
句
が
漢
語
文
脈
と
判
断
さ
れ
、
直
前
の

「
我
」
が
漢
語
音
で
発
音
さ
れ
る
の
と
同
じ
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
い
る
。
あ

る
漢
字
を
漢
語
音
で
発
音
す
る
の
か
ぺ
-
語
音
で
発
音
す
る
の
か
を
示
す

た
め
に
、
そ
の
句
が
漢
語
文
脈
な
の
か
ぺ
-
語
文
脈
な
の
か
が
判
断
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
決
定
す
る
一
つ
の
要
素
と
し
て
付
属
語
の
表

記
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ル
ー
ル
に
慣
れ
て

い
な
い
と
、
「
声
の
伝
承
」
は
、
意
味
は
理
解
で
き
て
も
発
音
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
に
は
相
応
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

楊
興
庭
氏
は
有
名
な
歌
い
手
で
あ
っ
た
父
、
楊
漢
氏
か
ら
「
大
本
曲
」
を

習
っ
た
が
、
そ
れ
を
「
歌
は
年
配
の
芸
人
た
ち
か
ら
習
い
、
腔
歳
か
ら
導

師
に
つ
い
た
。
全
部
を
暗
調
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、
台
本
は
、
そ
の
助

け
と
し
て
利
用
し
た
。
」
（
楊
興
庭
氏
、
二
○
二
年
八
月
二
日
聴
き
取

り
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
を
、
現
地
で
大
本
曲
を
実
際
に
学
ん
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（９）

で
い
る
立
石
謙
次
は
、
「
テ
キ
ス
ト
を
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
読
ん
で
も

ら
う
際
、
白
語
で
読
む
べ
き
箇
所
を
漢
語
で
読
ん
だ
り
、
ま
た
は
そ
の
逆

に
読
ん
だ
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
「
間
違
え
た
」
と
認
識

し
、
読
み
直
す
。
私
が
テ
キ
ス
ト
を
読
み
上
げ
、
漢
語
と
白
語
の
発
音
を

取
り
違
え
た
場
合
も
確
実
に
指
摘
さ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
読
み
替

え
は
き
わ
め
て
重
要
な
違
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
」
（
白
語
は
ぺ
-
の
こ

と
）
と
述
べ
て
い
る
。
意
味
と
し
て
は
ど
ち
ら
で
読
ん
で
も
理
解
可
能
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
こ
だ
わ
る
の
は
、
そ
こ
に
声
に
よ
っ
て

立
ち
上
る
よ
う
な
情
調
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

「
調
習
」
、
「
撰
録
」
の
現
場
が
こ
こ
に
は
あ
る
・
記
憶
さ
れ
た
「
声
の
伝
承
」

を
再
音
声
化
す
る
た
め
の
技
術
と
し
て
「
謂
習
」
は
あ
り
、
そ
の
再
音
声

化
は
師
弟
関
係
に
お
け
る
厳
密
な
「
声
の
教
授
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
声
の
教
授
」
が
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
。
大
本
曲
『
緑
蔭
記
』
趙
王
鼎
本
（
届
）
に
、

「弟格閑人双」言い崇日いいｇいい昌卿一切目食］

と
あ
る
。
「
弟
」
は
音
仮
名
で
「
ま
た
」
、
「
格
」
も
音
仮
名
で
「
心
配
す
る
」
、

「
双
」
も
音
仮
名
で
「
噂
す
る
」
の
意
で
あ
り
、
一
句
は
「
ま
た
閑
人
（
関

係
な
い
人
）
に
噂
さ
れ
る
の
が
心
配
で
す
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
の
「
閑

人
」
は
こ
こ
で
は
訓
読
み
［
ｇ
い
い
量
画
一
］
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
趙
杢
鼎

（旧）

氏
の
テ
キ
ス
ト
（
昼
ご
）
で
は
こ
の
部
分
が
「
暇
尼
」
と
音
仮
名
表
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
、
楊
興
庭
氏
は
「
閑
人
」
と
記
す
と
、

「
人
」
を
意
ロ
］
（
借
詞
）
と
発
音
す
る
の
か
、
冨
卿
一
］
（
訓
字
）
と
発
音

す
る
の
か
で
迷
い
、
歌
の
発
声
に
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ
で
、
う
ま
く

な
い
人
は
［
暇
尼
］
（
音
仮
名
）
と
書
く
と
答
え
て
く
れ
た
。
師
弟
関
係

天
武
天
皇
の
勅
語
に
よ
っ
て
「
帝
王
の
日
継
」
お
よ
び
「
先
代
の
旧
辞
」

が
稗
田
阿
礼
に
よ
っ
て
「
謂
習
」
さ
れ
、
天
皇
の
死
を
経
て
二
六
年
後
に
、

安
万
侶
が
「
稗
田
阿
礼
が
諦
め
る
勅
語
の
旧
辞
」
を
「
撰
録
」
し
た
も
の

が
古
事
記
で
あ
る
。

「
謂
習
」
と
は
、
西
宮
一
民
の
い
う
よ
う
に
、
「
帝
王
の
日
継
」
お
よ
び

「
先
代
の
旧
辞
」
（
帝
紀
・
旧
辞
）
を
解
読
し
口
調
す
る
（
声
に
出
し
て
言
う
）

意
（
新
潮
古
典
集
成
『
古
事
記
』
）
で
あ
ろ
う
。
阿
礼
は
古
事
記
の
原
資

わ
た

料
を
解
読
し
口
調
す
る
能
力
、
つ
ま
り
「
目
に
度
れ
ば
口
に
語
み
、
耳
に

Ｄかつむ

し
る

払
れ
ば
心
に
勒
す
」
（
目
で
見
る
と
口
で
暗
調
し
、
一
度
聞
く
と
心
に
記

（Ⅲ）

憶
す
る
）
能
力
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
能
力
は
西
郷
信
綱
が
強
調
し

た
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
能
力
と
繋
が
っ
て
い
る
。
大
本
曲
の
語

り
手
は
葬
儀
に
お
い
て
は
自
ら
祭
文
を
ぺ
-
語
表
記
し
、
そ
れ
を
朗
唱
す

る
。
こ
う
し
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
力
が
文
字
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て

も
重
要
な
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク

な
能
力
が
な
け
れ
ば
、
古
事
記
の
原
資
料
は
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
事
記
は
そ
も
そ
も
「
声
の
伝
承
」

の
あ
り
方
を
抱
え
込
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
当
時
（
西
宮
は
天
武
一
四

に
よ
る
「
声
の
教
授
」
が
テ
キ
ス
ト
に
反
映
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
意
味
的
に
は
ど
ち
ら
で
も
通
じ
る
が
、
そ
こ
に
意
味
を
越
え

た
情
調
を
抱
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
音
仮
名
表
記
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
声
の
教
授
」
を
越
え
た
一
定
の
普
遍
性
（
む
ろ
ん
方
言
の
地

域
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
）
を
も
っ
て
書
き
記
す
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。五
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東アジアにおける「声の伝承」 と音仮名表記

年
（
六
八
五
）
六
月
と
推
定
す
る
）
、
稗
田
阿
礼
は
二
八
歳
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
二
六
年
後
、
再
び
「
稗
田
阿
礼
が
謂
め
る
勅
語
の
旧
辞
」
が
安

万
侶
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
。
稗
田
阿
礼
は
五
四
歳
で
あ
る
が
、
「
元
明

天
皇
か
ら
命
を
受
け
た
太
安
万
侶
は
、
稗
田
阿
礼
を
側
に
つ
け
て
鋭
意
撰

述
を
始
め
」
（
新
潮
古
典
集
成
「
古
事
記
こ
た
の
だ
ろ
う
。
目
の
前
に
あ

る
テ
キ
ス
ト
は
、
声
の
文
化
に
連
な
る
阿
礼
な
く
し
て
は
音
声
と
し
て
も
、

と
い
う
こ
と
は
意
味
と
し
て
も
、
そ
れ
を
越
え
た
情
調
と
し
て
も
立
ち
あ

が
っ
て
こ
な
い
。
稗
田
阿
礼
の
論
み
は
記
憶
さ
れ
た
「
声
の
伝
承
」
に
支

え
ら
れ
た
論
み
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
安
万
侶
は
さ
ま

ざ
ま
に
漢
字
使
用
の
工
夫
を
し
な
が
ら
「
声
の
伝
承
」
に
頼
ら
な
い
日
本

語
文
と
し
て
記
し
た
の
で
あ
る
。

（尼）

山
口
佳
紀
は
「
古
事
記
に
お
い
て
、
訓
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
の

そ
の
訓
注
は
、
そ
の
文
字
か
ら
は
容
易
に
想
到
で
き
な
い
訓
と
い
う
訳
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
二
つ
の
訓
み
が
容
易
に
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
に
、

そ
し
て
そ
れ
が
意
味
の
理
解
を
左
右
す
る
場
合
に
、
一
定
の
方
向
に
導
く

べ
く
、
訓
注
が
施
さ
れ
る
」
と
い
う
。
山
口
が
言
う
よ
う
に
、
「
集
御
刀

乃
手
上
血
、
自
手
俣
漏
出
」
に
「
訓
漏
云
久
伎
」
と
い
う
訓
注
を
施
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
血
は
、
意
志
な
き
物
体
の
よ
う
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
（
モ

ル
）
の
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
く
ぐ
り
ぬ
け
た
（
ク
ク
）

こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
安
万
侶
は
、
稗
田
阿
礼
の
「
声
の
教
授
」

に
し
た
が
っ
て
、
原
資
料
の
「
モ
レ
」
と
も
「
ク
キ
」
と
も
発
音
で
き
て

し
ま
え
る
「
漏
」
に
、
「
ク
キ
」
と
い
う
訓
注
を
施
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
は
「
声
の
教
授
」
、
「
声
の
伝
承
」
を
越
え
た
一
定
の
普
遍
性

を
備
え
た
方
法
で
あ
っ
た
。

阿
礼
の
調
習
と
安
万
侶
の
筆
記
の
差
異
の
な
か
に
、
訓
注
の
発
想
は
出

現
し
た
。
阿
礼
の
調
み
を
聞
き
つ
つ
、
安
万
侶
は
訓
字
主
体
の
原
資
料
を

訓
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
声
の
伝
承
」
と
し
て
記
憶
に
支
え
ら
れ

た
厳
密
な
訓
み
を
要
求
す
る
文
体
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
声
の
教
授
」
を

必
要
と
す
る
文
体
な
の
で
あ
る
・
阿
礼
は
声
の
文
化
に
生
き
る
者
と
し
て
、

記
憶
さ
れ
た
「
声
の
伝
承
」
に
従
っ
て
こ
の
文
字
列
を
訓
む
こ
と
が
で
き

た
の
だ
が
、
安
万
侶
に
は
そ
う
い
う
能
力
は
な
い
。
訓
み
間
違
え
る
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
ろ
う
。
阿
礼
は
そ
の
都
度
、
そ
う
で
な
い
旨
を
教
授
し
た

だ
ろ
う
。
そ
の
教
授
は
し
か
し
「
声
の
伝
承
」
の
側
に
あ
る
。
安
万
侶
は

こ
れ
を
ど
う
に
か
し
て
文
字
の
側
で
再
現
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
「
声

の
伝
承
」
と
は
異
な
る
文
字
の
レ
ベ
ル
で
そ
れ
を
再
現
す
る
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。
こ
う
い
う
「
撰
録
」
の
現
場
で
、
安
万
侶
は
阿
礼
の
「
声
に

よ
る
教
授
」
を
、
字
書
や
音
義
木
簡
の
文
体
を
借
り
て
訓
注
と
し
て
表
記

す
る
方
法
を
創
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

安
万
侶
に
よ
る
訓
注
は
、
「
声
の
伝
承
」
の
な
か
で
師
の
「
声
に
よ
る

教
授
」
を
、
字
書
類
の
注
の
文
体
を
用
い
る
こ
と
で
文
字
化
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
た
。
訓
字
は
厳
密
に
音
声
に
よ
る
再
現
を
求
め
て
お
り
、
音

仮
名
は
そ
れ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
音
仮
名
表
記
の
機
能
に
は
こ
う
し

た
側
面
が
た
し
か
に
あ
る
。

し
か
し
、
音
仮
名
表
記
は
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
別
の
機
能
を
持
っ
て
も

い
る
。
そ
れ
は
音
仮
名
表
記
す
る
か
ら
こ
そ
、
自
由
な
改
変
が
可
能
に
な

る
と
い
う
、
い
わ
ば
自
由
性
で
あ
り
、
音
仮
名
表
記
の
こ
う
し
た
側
面
が

用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
歌
謡
や
本
文
の
定
型
的
な
句
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
音
仮
名
表
記
の
機
能
は
一
義
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ

お
わ
り
に
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（旧）

の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

注
（
１
）
本
節
の
記
述
は
主
に
、
犬
飼
隆
「
漢
字
の
日
本
語
へ
の
適
応
」
（
北

原
保
雄
監
修
・
林
史
典
編
『
朝
倉
日
本
語
講
座
２
文
字
・
書
記
』
・

朝
倉
書
店
・
二
○
○
五
）
、
神
野
志
隆
光
「
漢
字
と
非
漢
文
の
世
界

’
八
世
紀
の
文
字
世
界
」
（
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学

会
編
『
古
典
日
本
語
の
世
界
漢
字
が
つ
く
る
日
本
」
・
東
京
大
学

出
版
会
．
二
○
○
七
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
２
）
小
松
英
雄
『
国
語
史
学
基
礎
論
」
・
笠
間
書
院
・
一
九
七
三

（
３
）
久
田
泉
二
古
事
記
」
音
読
注
・
訓
注
の
施
注
原
理
ｌ
雫
效
些

の
場
合
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
六
○
巻
９
号
、
一
九
八
三
・
九
）

（
４
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
達
成
ｌ
そ
の
理
論
と
方
法
』
・
東
京
大

学
出
版
会
．
一
九
八
三

（
５
）
亀
井
孝
「
古
事
記
は
よ
め
る
か
ｌ
散
文
の
部
分
に
お
け
る
字
訓

お
よ
び
い
は
ゆ
る
訓
読
の
問
題
ｌ
」
含
古
事
記
大
成
３
」
・
平
凡
社
．

一
九
五
七
、
『
亀
井
孝
論
文
集
４
」
所
収
）

（
６
）
山
口
佳
紀
『
古
事
記
の
表
記
と
訓
読
』
・
有
精
堂
出
版
・
一
九
九
五

（
７
）
「
大
本
曲
」
の
調
査
は
二
○
一
○
年
～
一
二
年
度
に
か
け
て
、
中

国
雲
南
省
大
理
市
及
び
剣
川
県
で
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
資
料
化
し
た
文
字
テ
キ
ス
ト
（
台
本
）
の
一
部
を
使
用
し

て
い
る
。
全
体
の
資
料
は
、
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
声
の
伝
承
」

と
漢
字
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
研
究
ｌ
中
国
雲
南
省
ぺ
-
族
文
化
と

日
本
古
代
文
学
ｌ
」
（
「
共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
」
・

二
○
一
三
・
三
）
に
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

（
８
）
こ
の
分
類
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
「
ア
ジ
ア
辺
境
国
家

の
歌
表
記
ｌ
中
国
雲
南
省
ぺ
-
族
「
山
花
碑
」
と
万
葉
和
歌
の
比
較

を
通
し
て
ｌ
」
（
「
日
本
文
学
」
二
○
二
・
一
）
に
指
摘
し
た
。

（
９
）
立
石
謙
次
「
中
国
雲
南
省
大
理
白
族
の
「
大
本
曲
」
の
概
説
と
紹

介
ｌ
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
國
學
院
雑
誌
」
・
二
○
二
・
九
）

（
皿
）
張
錫
録
・
甲
斐
勝
二
主
編
『
中
国
白
族
白
文
文
献
鐸
読
』
（
広
西

師
範
大
学
出
版
社
・
二
○
二
）
所
収
「
梁
山
伯
与
祝
英
台
（
中
集
）
」

（
Ⅱ
）
西
郷
信
綱
「
稗
田
阿
礼
」
含
古
事
記
研
究
」
・
未
来
社
・
一
九
七
三
）

（
ｕ
）
山
口
佳
紀
『
古
事
記
の
表
記
と
訓
読
」
・
有
精
堂
出
版
・
一
九
九
五

（
Ｂ
）
遠
藤
「
古
事
記
歌
謡
の
表
記
と
口
調
性
ｌ
中
国
少
数
民
族
ぺ
-
族
の

語
り
芸
を
モ
デ
ル
と
し
て
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
・
二
○
一
三
・
五
、

掲載予定）

-３０-


